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【要旨】 

われわれは，大学での数学リメディアル教育，および，初年次数学教育のために，テキストと

併用する解説教材や問題演習教材を開発してきた．学校教育において，このような補助教材をデ

ジタル教科書とどのように組み合わせるかを考えたとき，２画面タブレットというアイデアに行

きついた．デジタル教材の提示装置として，一般には１画面のタブレットが想定されている．し

かしこれには，多様なコンテンツを教科書検定の対象とすることの困難や，同時提示されるべき

教材の一方しか提示できないことによる学習の阻害という問題点がある．２画面タブレットを用

いて，デジタル教科書をひとつの画面，補助教材をもうひとつの画面に提示すれば，こうした問

題は解決される． 

 

【キーワード】 

補助教材 タブレット 教科書検定 マルチメディア学習 デザイン原理 

 

1. はじめに 

われわれは，大学での数学リメディア

ル教育，および，初年次数学教育のため

のウェブ教材の開発を行ってきた（寺尾，

2013；寺尾・矢野・高村・伏屋，2014）．

学習者の自学自習を支援するために，授

業で使用されているテキストや配布資料

を補足する解説をウェブに用意した．

STACK を用いた問題演習の教材も開発

した．学習者が数式を入力して問題に解

答すると，正誤を判定し，誤りに応じた

フィードバックが返される． 

デジタル教科書が学校教育に導入され

たとき，このような教材はデジタル教科

書に含まれることになるのだろうか？ 

デジタル教科書は紙の教科書に比べてペ

ージ数に関する制約が弱く，多くの情報

を含めることが可能である．われわれが

開発してきたような解説教材をデジタル

教科書に組み込むことは容易である．デ

ジタル教科書を提示するタブレットはイ

ンターネットにつなぐことができるので，

外部にある問題演習教材にアクセスする

ことも容易である． 

デジタル教科書時代の，われわれが開

発したような教材の位置づけを考えたと

き，２画面タブレットというアイデアに

行きついた．すなわち，こうした教材は

デジタル教科書に含めず，補助教材とし

て位置づける．２画面タブレットを用い

て，デジタル教科書をひとつの画面に，

補助教材をもうひとつの画面に提示する．

以下に，この提案の根拠を述べる． 

２. 教科書検定の問題とその解決 

２画面タブレットというアイデアを提

案する理由のひとつは，教科書検定制度

への対応である．デジタル教科書に音声

や動画を含め，ウェブアクセスも可能と



すると，教科書に含まれる情報はあまり

に膨大になり，従来の教科書検定制度で

は対応が困難である．どこかで「教科書」

と「補助教材」を分けることになるだろ

うが，その切り分けが難しい．１画面の

タブレットを使うならば．すべての教材

は同じ画面に表示され，ウェブアクセス

もその画面から行うことになる．紙媒体

の教科書で，特定の部分を補助教材とし

て検定の対象からはずすということは許

されない．これと同様に，同じ画面で提

示される教材を教科書と補助教材に分け

ることは，非常に困難である． 

２画面タブレットを用いれば，教科書

検定の問題は解決される．一方の画面に

提示されるものをデジタル教科書として

検定の対象とし，もう一方の画面に提示

されるものはすべて補助教材とすればよ

い．たとえば，動画はすべて教科書とは

別の画面に提示することにすれば，これ

は補助教材であるので検定の対象外とな

る．ウェブへのアクセスも，教科書とは

別画面で行うことになる． 

このようにデジタル教科書と補助教材

を切り分けると，紙の教科書に印刷され

ていた文字の音声データを入れ，紙での

表示レイアウトの制約を外したもの（た

とえば，ページの一部分だけの表示を可

能にする）が，デジタル教科書となるだ

ろう．そうした教科書ならば，従来の教

科書検定制度を適用可能で，その手間も

あまり変わらないであろう．補助教材は

検定の対象外なので，いつでも更新する

ことができる． 

３. 教材のデザイン原理    

学習を促進させるために，言語的情報

と絵画的情報を組み合わせた教材を提示

することを，「マルチメディアの教示」と

呼ぶ．こうした教材での学習が「マルチ

メディアでの学習」である（Mayer, 2009）． 

マルチメディアでの学習を促進するた

めには，その教材はいくつかのデザイン

原理を満たさなければならないことが明

らかにされてきた（Mayer, 2009）．たと

えば，言語的情報と絵画的情報の統合を

助けるために，これらは空間的には接近

して（spatial contiguity principle），時

間的には同時に提示されなければならな

い（temporal contiguity principle）． 

２画面タブレットを提案するもうひと

つの理由は，デザイン原理に従ってデジ

タル教科書を作成するためである．１画

面のタブレットで提示される教材は，教

材のデザイン原理に反してしまうことが

しばしば生じる．たとえば，画像の拡大

提示や動画の再生を行うと，教科書の本

文は隠れてしまう．２画面タブレットな

らば，画像の拡大表示や動画の再生は，

教科書とは別の画面で行うことができる． 

われわれが開発してきたようなウェブ

教材は，デジタル教科書とは別画面に提

示されることになる．教科書の記述を参

照しながら，補足的な解説を読んだり，

問題演習に取り組んだりすることが可能

となる．ウェブへのアクセスを教科書と

は別画面で行うならば，教科書を読みな

がら与えられた課題に回答し，それをネ

ットワーク経由で教員の PC に送ること

も容易である． 
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